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史 料 上 の 初 見 は 南 北 朝 時 代、 応 安 ７ 年
（1374）。禅僧義堂周信の日記『空華日用工夫
略集』の同年３月４日条に、三島暦ではこの
日を上巳節としていて、京暦と相違すること
を記している。現存する遺品では栃木県の足
利学校遺蹟図書館に蔵する『周易注疏』の表
紙裏に用いられたものが最古で、永享９年
（1437）の仮名版暦。戦国時代になると、伊
豆国は相模小田原を本拠とする北条氏の支配
江戸中期以降、庶民の伊勢参宮が盛ん
になると、土産物としても売られた。
発行部数は幕末で200万といわれる。
貞享改暦後は、ほぼ一定した15人の暦
師により、それぞれ特徴のある版がつ
くられた。天地五行方位図を載せる千
貫屋市大夫版、恵比寿・大黒を描く小
祢宜彦大夫版、福神や縁起物と六十（干
支）図を描く箕曲甚大夫版、二十八宿
図を載せる箕曲作大夫版など、主に巻
頭の意匠に違いがある。共通する特色
としては、八十八夜・二百十日など農
業・漁業に関わる注や吉凶判断の注が
多いこと、日付の「日」字が独特の形
であること、月ごとの干支を記すこと
など。装訂はいずれも折暦であった。
・江戸暦…江戸暦の特徴は、当初から（社
寺と無関係に）商業的に出版されたこ
とである。そのため、他の地方暦と比
べて版元ごとの違いが大きい。冊子形
の綴暦で、小型のものが多く、外題題
箋にかけて年の十二支の朱印を押捺す
る。内容的には伊勢暦に近い。
・秋田暦…綴暦で、二つ折りの折り目の
ほうを綴じる逆綴じが特徴。
・仙台暦…正徳５年（1715）に幕府から
禁止されたあと、幕末の安政元年
（1854）に至って再び許可された第２
期のものでは、江戸暦に類似した綴暦
である。第１期の禁止理由は、官暦以
外の暦注を記載したことであった。
・会津暦…初期に木活字による印刷が行
われたことと、４面を１紙に刷って折
る袋綴じとを特徴とする。三島暦と同
様、七曜が３日進んでいた。
・鹿島暦…遺品が茨城県の六地蔵寺にあ
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ｄ．片仮名暦
　数は少ないけれども、片仮名書きの暦もあ
る。
　まず古いところでは、応永14年（1407）の
片仮名版暦が奈良・元興寺に存する。版式は
有界毎行３段、上段には日付・干支・十二直
を、中段には二十四気や「シャク」「十シ」
などの暦注を、下段には「モノタチニヨシ」「ユ
アミニヨシ」などの吉凶を記す。歳首には年
号・干支・諸神の方位・月の大小などを記し、
あわせて三鏡宝珠の図柄がある。月の初めは
１行とり、「正月大　トクウカマニアリ」のよ
うに、月名・大小・土公のみを記す。いわゆ
る南都暦と見られるが、すこぶる古朴な印象
を与える。なお、持ち伝えてきた元興寺極楽
坊は、中世庶民の素朴な仏教信仰の中心地の
一つとして知られ、この暦の表裏にも地蔵菩
薩の印仏（仏尊の姿を彫ったスタンプ）がほ
とんど隙間なく押捺されている。
　また、国立天文台に蔵する慶長16年（1611）
の片仮名版暦では、毎日の行頭に漢字で七曜
があり、毎月の一日の行頭には二十七宿（漢
字）も見える。「大ミャウ」「天クワ」「シャク」
などの注も行頭欄外にある。折り目痕があっ
て、一見、折本のように見えるものの、暦面
が連続しているから、元は巻子本と思われる。
版式の類似や、南都暦特有の「八フ」（八風）
があるところから、これも南都暦であろう。
以上の２点を含めて、片仮名版暦はいずれも
南都暦と見られている。
　一方、きわめて珍しい例として、片仮名を
用いた書写暦が岩手県種市（洋野町）の旧家
から発見されている。ほとんどが江戸時代前
期に属し、寛永、慶安、承応、明暦、万治、
延宝にわたる11年分と、少し離れて明和３・
４年（1766・7）の２年分とがある。歳首に
下に入り、その領国内では三島暦が独占的に
行われたらしく、北条氏の席捲とともに東海
から関東甲信に広く流布した。しかし、貞享
改暦後は伊豆国と江戸でのみ許されることと
なり、のちに辛うじて相模国が加え許された。
　三島暦が早くから版暦であったため、版暦
全体の代名詞となり、一時的には京都の摺暦
座のものさえ「三島暦」と呼ばれたという。
また、版式の上では文字が細かいことを特徴
とし、こまごましていることをいう比喩にも
使われた。江戸時代の文人の随筆に見る「三
島暦のやうなる役にもたたぬ愚痴なる文」と
いう表現など、いささか酷である。さらに、
高麗焼の陶器の呼称にある「三島手」は、三
島暦の仮名文字のように縦に細長くうねうね
した文様のあるものをいい、「暦手」とも呼ぶ。
それだけ人々の生活の中に三島暦の様式や印
象が浸透していたわけで、見ようによっては、
他暦にない面目とも評しうる。
　内容面での特色としては、
・古いものには「たいめん（対面）初め」
「ひようちやう（評定）初め」「すなと
り（漁）」など、他の暦にない暦注が
見られる。
・農事に関わる独自の注が多い。
・七曜の割り当てが３日進んでいた─こ
れは会津暦と共通する。
などが指摘される。古くは巻暦であったよう
だが、江戸時代には大小２版とも綴暦。
　また、幕府などへの献上品では手写本がつ
くられた。その場合、装訂は巻暦で、巻頭の
三鏡図や方位図が無い。ということは、これ
らの図はやはり版暦ならではの要素であった
といえよう。
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ａ．巻暦（まきごよみ）
　いわゆる巻き物の形をとるものをいう。書
誌学的には巻子本（かんすぼん、もしくは、けん
すぼん）と呼ぶ。書物の形態としては最も古
くからある形である。装訂の仕方は、まず料
紙を横に並べて置き、数㎜程度を糊代として
貼り合わせる。必要量の料紙を継いだならば、
巻首には表紙を、巻尾には軸を取り付ける。
表紙は本文料紙よりもやや丈夫な紙か、ある
いは絹などの裂の場合もある。表紙の端には
破損を防ぐために「押え竹」という細い竹を
あてて、それを巻き込むように糊付けする。
軸はふつう木材で、杉などが多く、ごく上等
のものでは紫檀などの輸入材も見られる。
　料紙は縦20数㎝から大きくても30㎝少々、
横は40㎝前後から50数㎝を測る。これは、製
紙の寸法が縦１尺、横２尺程度を基準とする
ためであろう。１行の幅は２㎝内外なので、
平年（354日）を毎行書き（間空きを入れない）
としても紙数15紙程度、全長７ｍを超えるも
のとなる。紙質は楮紙（コウゾ）か斐楮交漉
紙で、平滑で高級感のある斐紙（ガンピ）は
まず見られない。あくまでも実用消耗品だか
らである。
　巻暦は、具注暦と仮名書写暦のほとんどが
この装訂をとり、仮名版暦でも古いものには
この装訂が見られる。
ｂ．綴暦（とじごよみ）
　冊子の形をなした暦をいい、綴じ方により、
袋綴じと大和綴じとがある。
　袋綴じは、片面に書写または印刷した料紙
を、字面を外にして二つ折りとし、それを重
ねて、折り目の反対側を仮綴じする。これを
下綴じといい、糸または紙捻を用いる。その
うえで、これに前表紙と後表紙を重ね、糸で
は年号・年の干支・年間日数のほか、大将軍
や歳徳神などの方位を記す。次に各月には、
月名・大小・一日（ついたち）の干支と十二
直・おもな暦注（毎月２～３項目ほど）を記
す。すなわち、月頭（つきがしら）の様式をと
り、これらの記載内容を、片仮名もしくは漢
字・片仮名交じりで記している。また、一部
の年号にも片仮名書きのものが見られ、この
地方での当時の読み方を示して貴重である。
　ところで、これは全国でもここだけ、しか
も数ある旧家の一軒のみから見つかったもの
なので、一つの様式と見ることが妥当かどう
か、やや慎重を要する。とはいえ、最も古い
寛永５年暦（1628）と最も新しい明和４年暦
（1767）との間には140年の開きがあり、人間
の数世代にわたるから、特定一個人の癖や趣
味に帰することはできない。したがって、何
かこの家に関わる特別の事情があって、類例
のない片仮名書写暦が代々製作されたと見る
ほうがよい。ちなみに、この家は修験者を出
していた家だという。なぜ片仮名なのかとい
う理由は、修験道の方面から考察すべきこと
かもしれない。
（３）暦の装訂
　暦も典籍（図書）の一種であるから、その
成立や時代、あるいは用途に応じてさまざま
な装訂のものがつくられた。それぞれの特徴
につき、書誌学的な説明を交えながら記す。
なお、現今では「装丁」と書くことが一般的
だが、用字としては「装訂」が正しい。また
ペダンティックに「装幀」と書く人があるけ
れども、その音はソウトウであり、字義の上
からも穏当でない─幀は絹に描いた絵を木枠
に取り付けること。
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戻す必要がある。折本はこの不便を解消し、
任意の個所を直ちに閲覧できる利便性を具え
たものである。巻子本をビデオや音楽のテー
プに喩えれば、折本はディスクに近い。この
機能は綴暦でも得られるが、ふつう綴暦は料
紙の片面のみを使用するので、料紙が余計に
要ることになる。折本では、両面に文字があっ
ても表裏同等に披き見られるので、料紙を経
済的に使用できる。暦のように実用第一の典
籍では、最も相応な装訂といえよう。
　折暦の場合、綴暦よりも表紙に気を遣って
いるように思われる。これは表紙の厚み（重
さ）によって見開きが楽になるためであろう
─綴暦（冊子）に厚手の表紙を付けると、そ
の厚みと丈夫さゆえに開いたままにしておけ
ず、閲覧しにくくなる。
　また、折暦と巻暦は、開いてしまうと同じ
ような体裁に見えるが、折暦では折り目に文
字がかかるのを避けるべく空きを設けること
がある。一方、巻暦にはそのような配慮はな
く、暦面が完全に連続している。
ｄ．一枚暦
　文字どおり、料紙一枚のままの形の暦。書
誌学では、版本を一枚刷り・摺り物、写本を
一枚物と呼び分けるが、暦の場合、もっぱら
版本である。当然のことながら、盛り込める
情報量が制限される反面、小資本の版元でも
大量生産が可能で、したがって価格も安くで
きる。地方や民間で頒行された略暦は、ほと
んどがこの形態といってよい。
（４）月頭と略暦
　その他の様式として、月頭暦と略暦とを紹
介して本稿を終わる。
　月頭はツキガシラと読むのが正しいが、
綴じる。糸を通す綴じ穴は、日本では４か所
が一般的である（四つ目綴じ）。ちなみに、
袋綴じは和書の場合に用いる呼び名で、中国
本を取り扱う漢籍書誌学では線装、あるいは
線訂という。
　大和綴じは、下綴じをして表紙を重ねると
ころまでは袋綴じと同じだが、その先が異な
る。綴じる側の端から１㎝ほど離して上下に
２つずつ、計４つの穴を開ける。そして、そ
の２穴ごとに糸で結ぶ。袋綴じとの違いは、
袋綴じが４つの穴を連続してかがるのに対し、
大和綴じは第１・第２の穴を綴じる糸と、第
３・第４の穴を綴じる糸とが別だという点で
ある。料紙の両面を使用し、折り目の側を綴
じ代とすることもあるが、例は少ない。
　暦の場合、紙数および耐久性の点から、本
格的な袋綴じとする必要は乏しい。紙数は多
くないし、その年１年間だけ保てばよく、あ
まり持ち運ぶこともなかろう。ゆえに、大和
綴じ、もしくは下綴じのままのものがやや多
いかと思われるが、袋綴じのものもふつうに
見られる。たとえば、大坂・松浦版の大経師
暦（京暦）、江戸暦、会津暦、仙台暦、秋田
暦（折り目の側を綴じる逆綴じ）、盛岡暦など。
表紙についても、保護のために丈夫な厚手の
ものを付けるのは無用な費えで、しかもか
えって閲覧に不都合となる。共紙（本文料紙
と同じ）か、わずかに上質という程度である。
ｃ．折暦（おりごよみ）
　折本仕立ての暦のこと。折本は、巻子本同
様に料紙を貼り継いだうえで、山折り・谷折
りを交互に繰り返して一定の幅に折りたたみ、
前後に表紙を付ける装訂である。巻子本の場
合、中途を見ようとするときにも巻頭から広
げてゆかねばならず、仕舞うには当然、巻き
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・その下、右に大の月、左に小の月を、
それぞれ縦に並べ、一日（ついたち）
の干支と入節日を注する。
・大小の内側には、歳徳、金神、大歳、
大将軍など、諸神の占位する方位を記
す。
・半分くらいから下に、八専、十方暮、
天一天上、甲子、庚申、天赦日、土用、
彼岸などの日付を記す。
・下段に、諸神の方位を、南を上とする
円形図で示す。
・最下段に、版元の名前を右からの横書
きで入れる。たとえば「江戸暦開板所
近江屋新八」など。
　略暦の最大の特徴は、暦注ごとに該当日を
まとめて表示する点である。つまり、通常の
暦が「今日は何の日？」的な使い方になるの
に対し、略暦は「～の日はいつ？」という参
照法になる。総じて製品は人々のニーズを反
映してつくられるものだから、新機軸の様式
が出現した背後に、人々の生活感覚や暦注に
対する意識の変化を読み取らねばなるまい。
　ふつうは白地に黒文字だが、「大」「小」や
暦注の見出しなどを白抜きにする場合もある。
すべての文字を白抜きにしたものもあり、視
認性の向上に有効であったと思われる─室内
が現代よりもよほど暗いことを想起されたい。
　略暦は江戸時代には木版であったが、明治
以降は石版・銅版も用いられるようになった。
また木版のものに色刷りが現れ、維新後のほ
うがかえって盛んになった。これは、明治16
年（1883）に民間での暦の出版が禁止（伊勢
神宮司庁に限定）された反面、一枚刷りの略
暦の出版は事実上、解禁されたためである。
美しい多色刷りのものが喜ばれ、在来の吉祥
図柄（七福神、宝船、鶴亀など）のほかに、
ゲットウと読んでいる場合もある。略暦の一
種で、体裁は一枚刷りである。江戸後期、宝
暦年間（1751～64）頃から出版されたと見ら
れるが、幕府が正式に認めたものではなかっ
た。宮田屋、鶴来屋、押野屋、小松屋、橋本
屋、津幡屋、能登屋、川尻屋、江戸絵卸松浦
八兵衛などの版元があり、単独または数軒の
連名で板行している。内容はその名のとおり、
月ごとの一日（ついたち）の干支と、ごく主
要な暦注のみを記した簡略なもの。しかし、
次第に記載事項は増加し、一般の略暦との差
は小さくなった。幕末のものでは年の十二支
の絵が入っている。ある程度の利便性は認め
られるものの、実用に不便なことは明らか─
ツイタチから指折り数えねばならない─で、
こうした様式の出現は、人々が日々の生活に
おいて暦注に注意しなくなったことを物語っ
ているといえるのではあるまいか。
　略暦は主な暦注をまとめた一枚刷りの暦。
公認の暦屋が幕府の許可を得て刊行したもの
と、市井の版元が自由に出したものとがある。
前者が毎年同じ様式でつくられたのに対して、
後者はそのようなことなく、時世を風刺・批
判する内容が盛り込まれていたり、猥褻な絵
を伴ったりして、しばしば禁止・統制の対象
となった。のみならず、後者は記載内容に誤
脱が間々見られるから、暦研究の題材という
よりは、風俗史的資料である。
　正式の略暦の代表的なものに柱暦があり、
狭義の略暦はこれを指す。縦長の一枚刷りで、
文字どおり柱に貼って参照された。様式は以
下の要領。
・最上段に年号、年の干支、「略暦」の文
字を、右から横書きにする。たとえば、
「天保十一庚子略暦」─「年」の字が
ないことに注意。
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文明開化を象徴する文物（陸蒸気、蒸汽船な
ど）が描かれるようになった。現代まで続く
写真入りカレンダーの先駆として位置付けら
れよう。太陽暦採用後は新暦・旧暦併記が行
われたが、明治43年からは神宮暦に旧暦を記
載しなくなったため、相変わらず旧暦を記し
ていた民間の略暦のほうが重宝がられた面も
あった。ただし、今もしばしば見聞する「農
事には旧暦のほうが適する」というのは、まっ
たく正反対である。なぜなら、四季はもっぱ
ら太陽との関係で移ろいゆくのだから。反面、
潮の干満や魚介類の行動は主に月に支配され
る現象なので、「漁業には旧暦のほうが適す
る」というならば理に適っている。
　ところで、この種の暦は言うまでもなく大
量生産されたが、その割には残っていない。
これはたびたび指摘したように、暦が本来的
に年単位の消耗品であり、迎春とともに廃棄
される運命を帯しているためである。同時に、
時代の近さや希少価値の乏しさからして、い
わゆる「お宝」的価値が無きに等しいと考え
られてきたことも作用している。暦を見てい
ると、すべて歴史資料というものは、「残った」
のではなく「遺された」ものだということを
あらためて感ずるのである。
